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12月定例会　一般質問

岩垣　和彦 議員

新
年
度
予
算
の
考
え
方

【
問
】
平
成
24
年
度
は
、

地
方
交
付
税
等
の
国
等
の

依
存
財
源
の
減
少
が
予
測

さ
れ
る
が
、
ど
う
歳
入
を

組
み
立
て
る
か
。

【
答
】
国
の
新
年
度
予
算

が
ま
だ
確
定
し
い
な
い
が

「
入
る
を
量
り
て
出
づ
る

を
制
す
」
の
考
え
で
行
な

う
。
多
く
の
要
望
や
ニ
ー

ズ
に
全
て
対
応
す
る
に
は

無
理
が
出
る
。

【
問
】
次
年
度
は
何
を
重

点
施
策
と
し
て
対
応
す
る

考
え
か
。

【
答
】
飛
騨
高
山
ブ
ラ
ン

ド
を
確
保
し
つ
つ
、
景

気
・
雇
用
対
策
が
基
本
と

な
る
。
ま
た
、
農
地
・
山

林
・
空
気
・
水
を
含
め
環

境
対
策
に
力
を
入
れ
る
。

更
に
防
災
、
医
療
確
保
、

外
貨
を
稼
ぐ
こ
と
、
教
育

問
題
も
必
要
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
料

【
問
】
国
民
健
康
保
険
料

の
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
市
民
生
活
は

苦
し
く
国
保
事
業
は
財
政

難
。
対
応
方
法
は
。

【
答
】
生
活
習
慣
病
の
早

期
発
見
と
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
、
特
定
健
康
診
査
・

特
定
健
康
指
導
率
の
向
上

と
被
保
険
者
の
健
康
管
理

な
ど
、
医
療
費
の
抑
制
に

努
め
る
。

【
問
】
値
上
げ
に
対
す
る

市
長
の
考
え
は
。

【
答
】
医
療
費
の
抑
制
な

ど
努
力
は
し
て
い
る
が
値

上
げ
は
止
め
ら
れ
な
い
。

市
長
の
市
政
運
営

【
問
】
副
市
長
の
一
人
制

は
、
組
織
の
統
治
に
影
響

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
毎
週
一
回
は
幹
部

会
を
開
い
て
意
思
疎
通
を

図
っ
て
お
り
、
心
配
な
い
。

【
問
】
政
策
検
討
委
員
会

で
は
、
市
長
が
公
約
実
現

の
た
め
自
ら
の
政
策
を
示

し
て
検
討
し
て
い
た
だ
く

べ
き
で
は
。

【
答
】
市
民
目
線
で
市
政

の
あ
り
方
を
検
討
し
、
市

民
感
覚
で
政
策
の
実
現
や

修
正
な
ど
を
議
論
す
る
場

で
、
市
民
型
市
政
が
で
き

る
新
し
い
形
で
あ
る
。

【
問
】
飛
騨
首
長
連
合
の

主
旨
は
。

【
答
】
単
な
る
要
望
組
織

で
は
な
い
。
将
来
に
お
け

る
飛
騨
の
教
育
・
医
療
・

農
業
・
観
光
な
ど
に
関
し
、

市
村
の
ボ
ー
ダ
ー
を
越
え

て
共
通
見
解
を
持
ち
、
北

陸
・
長
野
ま
で
を
含
め
て
、

お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
、

弱
み
を
カ
バ
ー
連
携
し
て

い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。

市
長
の
政
治
ス
タ
ン
ス

を
問
う

倉田　博之 議員

市
は
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド
せ
よ
 !!

̶

思
い
描
く
姿
に
沿
っ
て
、

　
　
　
　
よ
り
望
ま
し
い
方
向
へ
―

家
具
工
場
跡
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
出
店
計
画

【
問
】
名
田
町
の
家
具
製

造
工
場
跡
地
に
大
規
模
商

業
施
設
の
出
店
計
画
が
あ

る
。
市
は
ま
ち
づ
く
り
の

責
任
者
と
し
て
、
ど
う
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
か
。

【
答
】
事
業
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
関
与
は
な
い
。

【
問
】
各
種
法
令
と
の
適

合
性
は
。

【
答
】「
都
市
計
画
法
」
に

は
適
合
。「
大
規
模
小
売

店
舗
立
地
法
」（
※
「
立

地
法
」）
で
は
、
周
辺
環

境
の
変
化
な
ど
県
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

る
。「
高
山
市
小
売
店
舗

の
適
正
配
置
に
関
す
る
指

針
」（
※
「
指
針
」）
で
は

店
舗
面
積
の
上
限
を
超
え

て
お
り
、
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
（
※
中
活

協
）
で
協
議
す
る
。

【
問
】「
高
山
市
都
市
基
本

計
画
」（
※「
基
本
計
画
」）

の
整
備
方
針
は
良
好
な
住

宅
地
で
、
土
地
利
用
純
化

に
よ
り
住
宅
地
を
形
成
す

る
土
地
と
あ
る
。
住
居
系

で
利
用
す
べ
き
土
地
だ
。

【
答
】
用
途
地
域
と
し
て

は
住
商
混
在
地
域
で
、
そ

の
純
化
と
い
う
意
味
。

【
問
】
そ
れ
が
指
す
商
と

は
「
指
針
」
に
よ
る
小
規

模
店
舗
で
今
回
の
規
模
で

は
な
い
。
適
正
規
模
の
住

商
混
在
を
目
指
す
べ
き
な

の
は
明
白
だ
。「
基
本
計

画
」
に
は
住
工
混
在
地
区

を
工
業
系
と
住
居
系
に
再

編
し
、
工
場
の
移
転
集
約

な
ど
で
跡
地
の
有
効
利
用

を
図
る
方
向
も
あ
る
。
そ

こ
を
実
現
す
べ
く
計
画
白

紙
段
階
か
ら
積
極
的
に
関

与
す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

【
答
】
移
転
の
意
向
は
聞

い
て
い
た
。
跡
地
利
用
は

開
発
構
想
の
届
け
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
。
方
向
性
と

の
適
合
を
比
較
し
て
い
る

が
、
中
活
協
の
意
見
を
待

つ
。
今
後
の
大
規
模
な
土

地
利
用
変
更
に
は
、
な
る

べ
く
早
く
情
報
を
得
て
対

処
し
た
い
が
、
私
有
地
の

場
合
は
配
慮
が
必
要
。

【
問
】立
地
す
る
な
ら「
立

地
法
」
で
の
周
辺
環
境
へ

の
配
慮
が
絶
対
必
要
。
特

に
交
通
で
は
様
々
な
問
題

が
山
積
し
て
危
険
な
一
帯

で
、
問
題
解
決
は
交
換
条

件
と
も
い
え
る
。
十
分
な

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

【
答
】
県
か
ら
の
答
申
に

は
、
そ
れ
も
付
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る
。
中
活
協

へ
も
十
分
伝
え
る
。

都市計画法 用途地域＝第二種住居地域
店舗は床面積１万㎡まで

床面積 9663㎡は上
限いっぱいで適合

大規模小売店舗
立地法

配慮すべき事項の指針⇒交通渋滞・交
通安全など周辺環境への影響

交通安全関係など課題
山積

高山市小売店舗
の適正配置に関
する指針

商業機能を活性化すべき地域へと昨年
指定変更
店舗面積の上限は１千㎡までに努める

店舗面積 6530㎡で
努力値をはるかに超過

高山市都市基本
計画

整備の方向⇒良好な住宅地の形成・土
地利用の純化による住宅地の形成 方向性適合？？？

中心市街地周辺の住工混在地区は、工
業系地域と住居系地域の再編で、工場
を移転集約など適正配置して跡地の有
効利用図る

方向性適合？？？
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